
昨年の７月から、「新車（しんぐる

ま）の水輪をつくる会」が取り組ん

できた水車の水輪づくりが完了し、

出来上がった部材などの展示と報告

会が開催されることになりました。

大沢にあるこの水車は、江戸時代の

文化年間から昭和43年に野川の改修

で動きを止めるまでの約160年間、野

川の水を利用して穀物の精白や製粉

をしてきたもので、「武蔵野（野川流

域）の水車経営農家」として東京都

の文化財に指定されています。

水車の水輪は、動いているときに

は８～10年で付け替えるものです。

水輪づくりは、水車を長年守ってき

た峯岸清さん（93歳）の記憶をもと

に、一つひとつ峯岸さんに聞き取り、

確認しながら進めるという気の遠く

なるような作業を積み重ね、技術の

記録保存と併行して進められました。

「ご高齢の峯岸さんですが、昔からの

素晴らしい知恵を驚くほど記憶して

いらっしゃいます」と同会世話人の

宮川さん。

展示と報告会は市、市教育委員会、

日本民具学会、産業考古学会、水車

と臼分科会の後援。

◆展示 ２月23日Ã～３月４日œ

（土・日曜日を除く）午前８時30分～

午後５時、市役所１階市民ホールで。

水輪の実物（一部）や製作過程の写

真パネル、型板など。

◆報告講演会 ２月29日À午後２時

～４時、三鷹市公会堂別館で。新車

の意義と新車の水輪の会の活動。水

輪の製作過程についてなど。資料代

500円（希望者のみ）。

�いずれも当日、直接会場へ。

≥宮川宅ò46―7254

今
年
も
市
内
外
か
ら
151
人
427

点
（
大
判
部
門
160
点
、
サ
U
ビ

ス
判
部
門
207
点
、
デ
ジ
タ
ル
部

門
60
点
）
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
１
月
29
日
に
日
本
写

真
家
協
会
会
員
の
伊
藤
則
美
審

査
員
、
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
の
ケ

イ
・
ア
ン
ナ
審
査
員
、
主
催
者

に
よ
り
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ

入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
表

彰
式
は
３
月
４
日
œ
午
後
２
時

か
ら
展
示
会
場
で
行
わ
れ
ま

す
。
表
彰
式
終
了
後
、
展
示
作

品
の
講
評
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
応
募
作
品
展

３
月
４
日
œ

〜
７
日
À
午
前
10
時
〜
午
後
８

時
（
７
日
は
午
後
６
時
ま
で
・

入
場
は
各
日
終
了
30
分
前
ま

で
）
、
産
業
プ
ラ
ザ
７
階
会
議

室
で
。

∞
㈱
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
ò
40

―
９
６
６
９

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

審
査
結
果
発
表

「
人
が
好
き
街
が
好
き
三
鷹
が
好
き
」

２００４・２・１５ まちの話題・チケットインフォメーション　�広報

「広報みたか」は三鷹市シルバー人材センター会員がお届けしています。 ≥シルバー人材センターò48－6721

●電話予約
芸術文化センターò47－5122
●窓口販売 芸術文化センター／三鷹
市美術ギャラリー／三鷹市公会堂
●販売時間・休館日
10：00～19：00  月曜日休館。
●プレイガイド
チケットぴあ ò0570－02－9999

「笛の音楽隊」ワークショップ　参加
者募集¿

４月10日—　小学生（新４年生～６
年生）：16:00～17:30 一般（中学生
以上）：18:00～19:30
※４月24日—、５月８日—、22日

—は、16:00～19:30の間で２班に分
かれて、各１時間半練習を行います。
６月５日—：18:00～20:00 全体練
習
［参加費］一般＝2,000円（会員＝
1,800円）小学生＝1,500円
［受講資格］ºリコーダーでドレミ
ファソラシドが吹けること
º下記の演奏会とリハーサルにも参
加できること
［定員］ 各20人
［発表演奏会予定］
６月18日–19:00 総合リハーサル
（風のホール）
６月19日—15:00 本番（風のホー
ル・プロの演奏家も出演）
小学校の音楽の教科書にも登場し

ている一村誠也さんを講師に、一歩
進んだ演奏方法を。
「コンサートを創ろう」体験講座も
同時に実施
芸術文化センターの音楽担当と力

を合わせ、楽しい演奏会作りを目指
してみませんか？　演奏会の構成や
チラシのデザイン、広報宣伝など、
演奏会の制作を実際に見学・体験で
きます。２～３月の打合せに参加可
能な方なら、どなたでも(初回ミー

ティングは２月28日—15:00)。２月
24日Õまでに芸術文化センター・チ
ケットカウンターまでお申し込みく
ださい（ò47－5122）。
※参加はワークショップ参加者に

限ります。特に中高生歓迎¿

７月1日œ19：15開演
一　般／２月26日œ発売
友の会会員／２月19日œ発売
全席指定　
会員：ＳＳ＝9,500円　Ｓ＝8,500円　
Ａ＝7,500円　
一般：ＳＳ＝11,000円　Ｓ＝10,000
円　Ａ＝9,000円
高校生以下席＝4,500円（当日学生
証拝見）
曲目／ショパン：24の前奏曲op.28、
ベートーヴェン：ソナタ第31番変イ
長調op.110

４月11日À　
11：00の部　未就学のお子さんを対
象（年齢制限なし・１時間程度）
14：00の部　小学生以上を対象（未

就学児は入場不可・２時間程度・休
憩あり）
一般／２月25日Œ発売
友の会会員／２月18日Œ発売　　
全席指定　
会員＝1,800円　一般＝2,000円
小・中学生＝1,000円
未就学児＝500円（座席を使用しな
い場合は無料）
託児サービス※14:00の回のみ
出演／柳家花緑（落語）江戸家まね
き猫（動物の鳴きまね）
楽しい落語と動物の鳴きまねで大

笑いしよう¿　ＮＨＫ教育テレビ
「にほんごであそぼ」でおなじみ
「寿限無」の元になった落語が、生
で全部聞けちゃうよ¿

２月28日—　16:00開演
全席指定　会員＝3,150円
一般＝3,500円
演目・出演／能「通小町（かよいこ
まち）」高橋章　狂言「察化（さっ
か）」山本東次郎　ほか
解説　片桐 登（元 法政大学教授）
11:00から、三鷹市能楽会による

番組もございます。みたか弥生能の
チケットでご覧いただけます。

◆観覧時間 午前10時～午後８時
（入館は７時30分まで）
◆休館日 月曜日
◆観覧料 一般800円　学生（中・
高・大学生）500円
※65歳以上、小学生以下、障害

者手帳などをお持ちの方は無料。
※20人以上の団体（一般）は２

割引。
◆主催 ¬三鷹市芸術文化振興財
団・三鷹市美術ギャラリー
★この記事を切り抜いて展覧会に
お持ち下さい。２人まで一般入場
料800円を640円に割り引きます。

∑美術ギャラリーò79－0033

チケットインフォメーション
三鷹市芸術文化振興財団
（三鷹市芸術文化センター内）

ò47-5122
http://mitaka.jpn.org/

芸術文化センター風のホール

芸術文化センター星のホール

★ぼくも、わたしも、寄席で大笑いé その５

「柳家花緑さんの寿限無
じ ゅ げ む

を聴こう¿」

★スタニスラフ・ブーニン
ピアノ・リサイタル

●たて笛を吹きこなしてステージ
に立とう¿

●第十五回 みたか弥生能

「ミレーとバルビゾン
派の作家たち」展

チケットのお求め方法

★印の公演には託児サービスがあ
ります。
※料金500円、要予約、対象：１歳
半から未就学児、定員10人

三鷹市公会堂

■「
ア
ニ
メ
U
シ
ョ
ン
古
今
東
西
」

３
月
28
日
À

市
民
な
ど
440
人
を
ご
招
待

■
「
イ
ン
デ
ィ
U
ズ
ア
ニ
メ
」上
映
・
講
評

３
月
27
日
—

午
後
３
時
〜
７
時

第9回

大
判
部
門
金
賞

「
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」

松
永
正
行
さ
ん

デ
ジ
タ
ル
部
門
金
賞

「
高
見
の
見
物
」

井
上
佳
計
さ
ん

Õ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
Ａ
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
電
通
テ
ッ
ク

サ
ー
ビ
ス
判
部
門
金
賞

「
ひ
と
と
き
」
池
口
保
さ
ん

◆
ア
ニ
メ
制
作
体
験
　
主
に
小
・
中
学
生
を

対
象
に
、
数
名
の
グ
ル
U
プ
に
分
か
れ
て
ア

ニ
メ
制
作
を
体
験
。
専
用
の
コ
ン
ピ
ュ
U
タ

を
使
用
し
て
、
簡
単
な
動
画
を
作
り
ま
す
。

◆
展
示

「
ア
ニ
メ
が
で
き
る
ま
で
」

ア
ニ

メ
の
制
作
過
程
を
実
際
の
素
材
を
使
っ
て
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

※
ア
ニ
メ
制
作
体
験
は
参
加
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
が
、
制
作
体
験
を
見
学
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
。

∞
生
活
経
済
課
ò
内
線
２
５
４
３

ン
　
『
く
も
と
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
』（
１
９
４

３
年
、15
分
）、『
す
て
猫
ト
ラ
ち
ゃ
ん
』（
１

９
４
７
年
、
24
分
）、『
こ
ね
こ
の
ら
く
が
き
』

（
１
９
５
７
年
、
13
分
）
、
『
ク
ラ
ッ
ク
¿
』

（
１
９
８
１
年
、
15
分
）
、
『
ル
ク
ソ
U

©
』

（
１
９
８
６
年
、
３
分
）、『
ゲ
U
リ
U
じ
い

さ
ん
の
チ
ェ
ス
』（
１
９
９
７
年
、
５
分
）、

『
岸
辺
の
ふ
た
り
』（
２
０
０
０
年
、
８
分
）

☆
特
別
上
映

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
最
新
作

「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
』
予
告
編

◆
第
二
部
　
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ニ
メ
U
シ
ョ
ン

「
連
句
ア
ニ
メ
U
シ
ョ
ン
　
冬
の
日
』（
２
０

０
３
年
、
105
分
）

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
招
待
者
数

①
第
一
部
＝
午
前
11
時
か
ら

三
鷹
市
民
160
人
（
１
組
４
人
以
内
40
組
）、

市
民
以
外
60
人
（
１
組
４
人
以
内
15
組
）
、

②
第
二
部
＝
午
後
１
時
か
ら
　
三
鷹
市
民
160

人
（
１
組
２
人
以
内
80
組
）、
市
民
以
外
60

人
（
１
組
２
人
以
内
30
組
）

◆
申
込
方
法

３
月
１
日
Ã
ま
で
に
、
官
製

は
が
き
に
住
所
（
市
民
は
三
鷹
市
か
ら
）

・
代
表
者
の
氏
名
（
年
齢
、
フ
リ
ガ
ナ
）

・
人
数
（
代
表
者
を
含
む
４
人
ま
で
）
・
電

話
番
号
・
希
望
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
一
部
、
第

二
部
の
ど
ち
ら
か
を
明
記
。
１
枚
の
は
が
き

に
１
希
望
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
。）
を
記
入
し

「
〒
181
―
０
０
１
３
下
連
雀
１
―
１
―
83

三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
『
三
鷹
の
森
ア
ニ

メ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
４
』
係
」
へ
申
し
込
む
。

当
選
者
に
は
、
３
月
15
日
Ã
ま
で
に
招
待
状

を
送
付
し
ま
す
。

※
電
話
な
ど
に
よ
る
当
否
確
認
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

※
１
組
１
枚
と
し
、
複
数
枚
の
申
し
込
み

は
無
効
。
一
人
で
の
申
し
込
み
も
可
。

∞
同
美
術
館
ò
０
５
７
０
―
０
５
５
７
７

７
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
室
ò
内
線
２
５
１

５

誰
だ
っ
て
最
初
は
無
名
…
。
若
手
ア
マ
チ

ュ
ア
が
自
主
制
作
し
た
短
編
ア
ニ
メ
の
上
映

会
と
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
プ
ロ
の
ア
ニ
メ

U
シ
ョ
ン
監
督
、
プ
ロ
デ
ュ
U
サ
U
に
よ
る

講
評
。
そ
ん
な
「
歴
史
が
生
ま
れ
る
場
」
に
、

あ
な
た
も
立
ち
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
約
20

作
品
の
上
映
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ハ
ル
フ

ィ
ル
ム
メ
U
カ
U
代
表
取
締
役
の
春
田
克
典

さ
ん
の
基
調
講
演
も
。

■
ア
ニ
メ
制
作
体
験
と
展
示

３
月
28
日
À

2月23日から市役所で
展示と報告会

「
す
て
猫
ト
ラ
ち
ゃ
ん
」

Õ
日
本
映
画
新
社

出来上がった水輪の部材を並べてみ

たところ。直径は４.６メートル

市民グループが
水車「しんぐるま」の

水輪を製作
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水輪を製作
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水輪を製作
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市民グループが
水車「しんぐるま」の

水輪を製作

市民グループが
水車「しんぐるま」の

水輪を製作

市民グループが
水車「しんぐるま」の

水輪を製作

ア
ニ
メ
U

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
か
ら
100

年
、
そ
の
歴
史
の
中
に
は
昔
の
も
の
で
も
古

さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
素
晴
ら
し
い
作
品
が
い

く
つ
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
作
品
の
上
映
会

に
市
民
な
ど
440
人
を
ご
招
待
し
ま
す
。

第
一
部
で
は
、「
白
黒
か
ら
Ｃ
Ｇ
作
品
ま

で
、
時
代
や
国
境
を
越
え
て
面
白
い
作
品
を

選
び
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
「
連
句
ア
ニ
メ
U

シ
ョ
ン

冬
の
日
」
を
上
映
し
ま
す
。
松
尾
芭
蕉
ら
に

よ
る
連
句
「
冬
の
日
」
を
日
本
、
海
外
の
作

家
35
人
が
ア
ニ
メ
U
シ
ョ
ン
化
し
、
数
々
の

映
画
賞
を
受
賞
し
た
話
題
作
で
す
。

◆
第
一
部

親
子
で
楽
し
む
ア
ニ
メ
U
シ
ョ

【
上
映
予
定
作
品
】

関連記事７面
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